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カエデの森づくり推進協議会

秩父地域では、傾斜地のり面工事及び原木シイタケ栽培の原木林伐採において、カエデ類が

支障木として、伐採したままの状態で、捨て置かれている状況です。この捨て置かれている、

カエデ類の有効活用手段として、カエデを炭化し、食品分野への活用を目的と致します。

また、秩父地域の特用林産物（例 きのこ・漆・炭・わらび等山菜）において新たなる特産

品としての可能性が、大きくあると考えます。

カエデ炭をＪＡＳ（日本農林規格）への登録を推進中。ＪＡＳが無いと、品質表示法に抵触

し、食品に使用出来ないため。

また、カエデ炭の微粒子化（小麦粉程度の粒度）に難航中。

（１）日本農林規格登録を目指す

（２）カエデ炭微粒子化
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カエデ炭事業化計画 （H25）

開発中の商品


